
｢衛生」ということばを中国の古典から見つけ出して使った人はだれか。

ａ高木兼寛

b北里柴三郎

ｃ長与専斎

ｄ後藤新平

ｅ福津諭吉

２介謹保険について正しいのはどれか。

ａ保険料は全国一律である。

ｂ被保険者は60歳以上である。

ｃ保険料は５年ごとに見直される。

。ケアプランはケアマネジャーしか作ることができない。

ｅ要介護度の認定に当たっては主治医の意見書が参考資料となる。

３診療録について正しいのはどれか。

ａ医師以外も記載できる。

ｂ患者が死亡すれば廃棄できる。

ｃ保存は医療機関内に限られる。

ｄ患者の請求でも開示する必要がない。

ｅ晒子媒体による保存は認められていない。

４医療計画について正しいのはどれか。

ａ医療計画は厚生労働大臣が作成する。

ｂ二次医療圏は都道府県とほぼ一致する。

ｃ医療計画は10年ごとに見直さなければならない。

ｄ半数以上の医療圏で基準病床数は満たされていない。

ｅ医療計画には医療従事者の確保について記載しなければならない。

５世界保健機構くＷＨＯ〉について正しいのはどれか。

a二国間協力が主である｡

ｂポリオの世界根絶を達成した。

ｃ開発途上国への食料援助を行う。

ｄ国際疾病分類<IＣＤ〉を定めている。

ｅ労働者の健康保護について勧告を行う。

－１０２－１－

『 『

６労働安全衛生法の定期健康診断の対象者で正しいのはどれか。

ａ主婦

ｂ中学教諭

ｃ派進労働者

ｄ農業従事者

ｅ医学部６年生

2009(H21)年度6年生総合試験問題

７コホート研究に関して正しいのはどれか。

ａコホート研究は、稀な疾患の研究に適している。

ｂ調査票を作成した者が、データ分析を行うことが望ましい。

ｃコホート研究は、症例対照研究に比べて一般的に費用がかかる。

ｄ過去の検診歴を閲覧して､住民の健康状態について分析した場合､前向きコホート研究という。

ｅ前向きコホート研究において研究対象者から聴取し忘れた内容は、分析をする直前にまとめ

て聴き直す。

８生後30日の新生児。ｌか月児健康診査を受けに来た。児は在胎38週、出生体重2,9009、Apgarス

コア９点（１分）で出生。母乳栄養で最近は、１日８，９回I浦乳している。来院時体重4,1009,

黄痘を認める。便は緑黄色水様で軽微な酸臭があり、１日５回程度。母親は黄痘の存在、下痢便、

アレルギー体質、体重増加不良などの不安を訴えている。

今後の栄斐法について最も適切な指導はどれか。

ａ離乳食を始める。

ｂ人工栄養に変える。

ｃ母乳栄養を続ける。

。アレルギー用ミルクに変える。

ｅ母乳栄養を続けながら人工栄養を加える。

９精神保他福祉の現状について正しいのはどれか。

ａ精神科病院の半数が公立の病院である。

ｂ粘神疾患の外来で最多は統合失調症である。

ｃ入院形態では任意入院が９割を越えている。

ｄ梢神病床の平均在院日数は300日を越えている。

ｅ日本における人口当たりの精神病床数は欧米と比べて少ない。

－１０２－２－
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４１１０ノロウイルスに対する消毒方法で正しいのはどれか。

ａ乾熱滅菌

ｂポピドンヨード

ｃ消毒用エタノール

ｄ次亜塩素酸ナトリウム

ｅグルコン酸クロルヘキシジン

１１業務上の勝肺がんと認定されるがん原性物質はどれか。

ａ石綿

ｂベンゼン

ｃβ‐ナフチルアミン

ｄ塩化ピニルモノマー

ｅピスクロロメチルエーテル

肋間の局所解剖

Ａ

目

『

１２内喉頭筋のうち、声門の開閉に関わらないのはどれか。

ａ輪状甲状筋

ｂ後輪状披裂筋

ｃ外側輪状披裂筋

ｄ外側甲状披裂筋

ｅ枇および斜披裂筋

Ｃ

１５肺の細胞と機能の組み合わせで正しいのはどれか。

ａ杯細胞一一一一一一一一一一一一一一一一一膳原線維産生

ｂクララ細胞一一一一一一一一一一一一一一一セロトニン分泌

ｃ肺胞マクロファージー一一一一サーファクタント分泌

。ｌ型肺胞上皮細胞一一一一一一一一一一一一ガス交換

ｅｌｌ型肺胞上皮細胞一一一一一一一一一一一一細菌貧食

１３眼圧上昇により、障害を受ける組織はどれか。３つ選べ。

ａ角膜

ｂ虹彩

ｃ水晶体

．硝子体

ｅ視神経

１６尿生成について正しいのはどれか。

ａ糸球体毛細血管圧は、糸球体漁過量を決定する因子である。

ｂ輸入細動脈と輸出細動脈を流れる血擬流量は等しい。

ｃ糸球体施過量が増加しても近位尿細管の再吸収量は増加しない。

。利尿薬は、尿細管の水チャネルを阻害する。

ｅ低張尿生成時の腎髄質問質は、低浸透圧である。

－１０２－４－
－１０２－３－



２４バイオテロに用いられる恐れがないのはどれか。

ａ炭痕菌

ｂペスト菌

ｃ野兎病菌

．ポリオウイルス

ｅ天然痘ウイルス

『

ＨＦ
ｆ

2009(H21)年度6年生総合試験問題

２２正しいのはどれかＣ

ａ男女とも二次性徴の出現とともに骨密度は低下する。

ｂ男性の思春期は精子形成能が成熟した後から始まる。

ｃ生物学的思春期は二次性徴の開始から妊芋性の獲得までをさす。

。思春期の成長ホルモンの脈動的分泌は、日内変動なく一定である。

ｅ学童期以降の女子で、年間成長率のピークは初経後に認められるｃ

１７満腹時に活性化される酵素はどれかＣ

ａアシルＣＯＡシンテターゼ

ｂアセチルCOAカルボキシラーゼ

ｃアデニル酸シクラーゼ

ｄグリコーゲンホスホリラーゼ

ｅホルモン感受性リパーゼ

２３炎症の症候でないのはどれか。

ａ癖痛

ｂ発熱

ｃ黄恒

ｄ腫脹

ｅ機能障害

１８妊娠による母体の変化で正しいのはどれか。

ａ血圧は上昇する。

ｂ機能的残気量は増加する。

ｃ凝固能は元進する。

ｄ糸球体浦過率は減少する。

ｅ消化管嬬動運動は元進する。

『

１９骨産道について正しいのはどれか。

ａ入口部は横径より縦径が長い。

ｂ解剖学的真結合線は産科学的真結合線より短い。

ｃ産科学的真結合線の平均は９５ｃｍである。

ｄ澗部前後径は真結合線より長い。

ｅ骨盤誘導線の変換点は峡部下方に一致する。

２５正しい組合せはどれか。

ａフィラデルフィア染色体一一一一一一一一一急性骨髄性白血病

ｂＥＢウイルス－－－－－－一一バーキットリンパ腫

cN-myc増幅一一一一一一一一一一一一一一一網膜芽細胞腫

ｄＡＰＣ遺伝子一一一一一一一一一一肺がん

ｅベンゼンー一一一一一一一一一一中皮腫

２０産裾について正しいのはどれか。

ａ子宮底は産裾５日後には触れなくなるｃ

ｂ血性悪露は４～６週で消失する。

ｃ妊娠線は黒色の雁痕となる。

ｄ初乳には分泌型IgAが多く含まれる。

ｅ成乳にはビタミンＫが多く含まれる。

２６放射線治療による晩期障害はどれか。２つ選べ。

ａ食道炎

ｂ口内炎

ｃ腸閉塞

ｄ白内障

ｅ味覚低下

２１正しいのはどれか。

ａ大泉門の閉鎖は２歳まで認められる。

ｂ通常胎便は生後48時間以降に見られる。

ｃ正常新生児は胸囲よりも頭囲のほうが小さい。

ｄ新生児期の最も多い黄痘の原因は溶血性黄痘である。

ｅ生後３～４日で体重は約１０％を越えない範囲で減少する。

－１０２－６－－１０２－５－



３４分娩予定日の決定因子で最も有用なのはどれか。

ａ最終月経開始日

ｂ性交日

ｃ胎児心拍動確認日

ｄ胎児頭殿長

ｅ胎児大横径

【 2009(H21)年度6年生総合試験問題

３２急性心不全患者の診察所見として誤っているのはどれか。

ａ急性肺水腫では水泡性ラ音を聴取する。

ｂ心音では奔馬調律が特徴的である。

ｃ心原性ショックでは意識障害を伴う。

ｄ患者は起座位をとることが多い。

ｅ脈庄が増加する。

２７医原病でないのはどれか。

ａ外侮維合後の二次感染

ｂ長時間手術後の肺塞栓

ｃ血圧計による皮下出血

ｄ中心静脈カテーテルの感染

ｅ抗菌薬点滴後の全身発赤

３３高齢者の末期変形性股関節症の所見として誤っているのはどれか。２８乳幼児突然死症候群のリスクファクターはどれか。３つ選べ。

ａ母乳栄養

ｂ両親の喫煙

ｃうつぶせ寝

。低出生体重児

ｅインフルエンザ感染 縮
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９２

３５梅毒の血清診断で特異的検査方法はどれか。２つ選べ。

ａ凝集法

bTPHA法

ｃガラス板法

dFTA-ABS法

ｅＰＲＰカード法

３０末梢血に赤芽球を認めるのはどれか。２つ選べ。

ａ赤芽球癖

ｂ骨髄線維症

ｃ猫の骨髄転移

ｄ再生不良性貧血

ｅヘモクロマトーシス

３６認知症が疑われる高齢患者にまず施行すべき検査はどれか。

ａ文章完成法（SCT）

ｂ簡易精神症状評価尺度（BPRS）

ｃ内田・クレペリン精神作業検査

dMinnesota多面人格検査（1VⅣPI）

eMini-Ment81StateExalmnation（lmvISE）

３１劣位半球徴候でないのはどれか。

ａ左右失認

ｂ病態失認

ｃ着衣失行

ｄ半側身体失認

ｅ半側視空間失認

－１０２－８－
－１０２－７－
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４１５６歳の男性。自宅の物置で倒れているところを家族が発見し、救急車で搬送された。来院時、

発語はなく、舌根沈下が見られ、口腔内は分泌物が多量であった。意識はJCS100、体温35.6℃、呼

吸は36/分で、心拍数48/分、血圧90/40ｍｍＨｇ、発汗が著明で、呼気にニンニク臭を認めた。

３７成人糖尿病患者の指示エネルギー量の決定に必要な項目はどれか。

ａ腹囲

ｂＢＭＩ

ｃ体脂肪率

ｄ標準体重

ｅ現在の体重

この患者の所見で認められないのはどれか。

ａ散瞳

ｂ振戦

ｃ端鴫

ｄ筋線維箪縮

ｅ血清コリンエステラーゼ低下

３８次の症状、所見の治療に対する薬物の選択で誤っているのはどれか。

ａ徐脈一一一一一一一一一一一一一一一一一アトロピン

ｂ痩箪発作一一一一一一一一一一一一一一一一ジアゼパム

ｃ低血圧一一一一一一一一一一一一一一一一一エフェドリン

ｄ意識障害一一一一一ベクロニウム

ｅモルヒネによる呼吸抑制一一一一一一一一一ナロキソン

４２２１歳の女性。立ちくらみを主訴に来院。６か月前より仰臥位から急に起立すると立ちくらみを

起こす様になった。２週間の間に起立時に眼前暗黒感を伴って２回転倒した。来院時、意識は清

明｡身長161ｃｍ､体重47kg･脈拍84/分､整｡血圧122/72mmHg･胸部所見に異常なし｡神経学的所

見に異常なし。起立試験の結果を示す。３９腎機能障害時に投与量の変更が必要でない薬剤はどれか。

ａアテノロール

ｂジゴキシン

ｃゲンタマイシン

．プロプラノロール

ｅリチウム

起立

f、

時間

１００

，心拍数

(/分）
０

１００

血圧

(mmHg）

０

［
幽画い戦鯛４０傾眠、運動失語、柵音・嘩下障害、右片麻揮を呈した脳梗塞患者のリハビリテーションで正し

いのはどれか。

ａ入院当日から作業療法を行う。

ｂ入院１週間後から理学療法を行う。

ｃ意識が改善するまで安静臥床とする。

。座位ができるまで言語訓練はできない。

ｅ意識清明、座位ができるまで喋下訓練は避ける。

起立試験の結果

本症例で異常と考えられる所見はどれか。２つ選べ。

ａ起立前の血圧

ｂ起立前の脈圧

ｃ起立前の心拍数

ｄ起立１分後の血圧

ｅ起立１分後の心拍数

１０２－１０－－１０２－９－



４４６５歳の男性。脳出血で倒れ、一時救急病院に入院していた。麻津や認知症の症状はなく、会話

もできていた。しかし、手指の感覚がわからず、「左手の薬指はどれですか？」と質問されても、

右、左の区別ができず、どの指が薬指かわからない状態であった。また、字は読むことができて

も書けなかったり、簡単な計算もできない状態であった。

Iｒ 2009(H21)年度6年生総合試験問題

４６生後３日の新生児。在胎39週、3,2009、Apgarスコア９点（１分）で出生した。浦乳は良好で、

排便、排尿も認められている。

４３７８歳の男性◎昨日から排尿を認めないため、家族に付き添われて来院した。触診上、下腹部の

緊満なく、導尿で301,1'の尿の流出を認めた。

診療上、異常な所見はどれか。

ａ心拍数68/分

ｂ呼吸数43/分

ｃ大泉門1.5×1.5ｃｍ

ｄ右肋骨弓下に肝を１cm触知

ｅ血清総ビリルビン7.0ｍｇ/伽

次に行うべき検査として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ血液生化学検査

ｂ勝脱鏡検査

ｃ腹部超音波検査

ｄ排世性腎尿路造影

ｅ脚光機能検査

４７３０歳の初産婦。分娩開始後8時間が経過した。子宮口は８ｃｍ開大し胎胞は触れず、大泉門を10時、

小泉門を４時の位置に触知した。なおレオポルド触診第２段で胎児小部分を右側に触れる。

『。
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適切なのはどれか。

ａAnton症候群

ｂ緊張病症候群

ｃ閉じ込め症候群

dGerstmann症候群

emuver-Bucy症候群 ４８５３歳の男性。自宅で暗褐色の吐血をきたし、救急車で搬送され来院した。意識は不穏状態であ

る。身長183ｃｍ、体重70kg、脈拍120Amin、整、血圧83/40mmHg，皮層は蒼白で冷たい。

血液所見：赤血球210万、Ｈb6.79/伽、Ｈt21％、白血球9,400、血小板4.8万、ＰＴ11.4秒（基準対照

１１．３)、APTＴ32.1秒（基準対照32.2)、総蛋白6.89/“、アルブミン4.19/秘。

４５５６歳の女性。主婦。IgA腎症による慢性腎不全のため通院中である。身長150ｃｍ、体重50kg、下

肢浮腫有（1十)。血圧148/921m､Hg･血液所見：HblOOg/〃・血液生化学所見：尿素窒素60ｍｇ/〃、

クレアチニン５２ｍｇ/〃、ＨｂＡｌｃ５､５％。

二の患者に適切な輸血はどれか。２つ選べ。

ａ新鮮凍結血擬

ｂ白Ｆ１１Ｉｎｌ

ｃ濃厚血小板

ｄ近親者からの新鮮血

ｅ赤血球濃厚液

食事療法で適切なのはどれか。

ａ蛋白209/日、塩分129/日、1,500ｋcal/日

ｂ蛋白309/日、塩分109/日、1,500ｋcal/日

ｃ蛋白409/日、塩分６９/日、1,500ｋcal/日

ｄ蛋白509/日、塩分３９/日、1,800kcal/日

ｅ蛋白609/日、塩分３９/日、1,800ｋcal/日

－１０２－１２－
－１０２－１１－
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2009(H21)年度6年生総合試験問題

次の文を読み、５１～53の問いに答えよ。

５０歳の女性。心嵩部痛、食欲不振、黒色便を主訴に来院した。身体診察所見では心簡部に圧痛が見

られる以外、異常所見を認めない。血液検査では軽度の鉄欠乏性貧血をみとめるのみである。血清生

化学検査:総蛋白6.49/〃、アルブミン3.39/〃、LDH5701U/‘（基準260-530)、尿素窒素16mg/“クレ

アチニン1.0mg/〃、CEAllOng/1)１２（基準5以下)、CA19-9225Ⅳ城（基準37以下)。

４９４８歳の女性。学童期から心雑音を指摘されていた。最近になって増悪する労作時の息切れ．動

惇を主訴に来院。精査の結果、重症僧'１１冒弁狭窄症と診断され、経皮的交連切開術（PTMC）の適応

が検討された。

P'IMCの適応と判断して良い合併症はどれか。

ａ心房細動

ｂ左房内血栓

ｃ左冠動脈主幹部狭窄

ｄ僧帽弁の而交辿部の石灰化

ｅ中等度以上の僧岨弁閉鎖不全

５１上部消化管造影検査と内視鏡検査を示す。

ａ悪性リンパ腫

ｂスキルス胃癌

cM6n6trier病

ｄ胃静脈癌

ｅ胃潰揚

診断はどれか。

Ｆ■

５０６８歳の男性。３年前から労作時の呼吸困難を自覚し、慢性閉塞性肺疾患（COPD）と診断され治療

を受けていた。次第に症状が増強し、会話や衣服の着替えにも呼吸困難を自覚するようになったた

め入院した。酸素吸入、抗コリン薬の吸入により呼吸困難は徐々に改善され病状は安定していた。

その時点の動脈血ガス分析（安静時、空気吸入下）はｐＨ7.38、PaCO244ToIT、PaO250Toxrである。

退院後の治療として最も適切なのはどれか。

ａ去疾薬の投与

ｂ抗菌薬の長期投与

ｃ副腎皮質ステロイド薬の経口投与

ｄ在宅酸素療法

ｅ在宅人工呼吸療法

上部消化管造影検査
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次の文を読み、５４～56の問いに答えよ。

６４歳の男性。胸部不快感を主訴に来院した。

現病歴：５０歳代になって、数秒から数分持続する胸部不快を自覚していたが、健診でも異常を指摘

されず精査を受けたことはない。最近､胸部不快を自覚する頻度が増加し、特に睡眠不足、

飲酒の翌日等に症状が多くなった。昨晩、宴会で飲酒し、午前3時頃に胸部の不快感で目

を覚ました。２時間安静にしても改善せず、不快感が増強してきたため来院した。

既往歴：５０歳代から高血圧を指摘されているが、未治療。

生活歴：喫煙１０本/日を30年間。飲酒は機会飲酒のみ。

現症：意識清明。身長174ｃｍ、体重79kg，体温36.5℃、血圧154/98mmHg、呼吸数24/分、脈拍96／

分、不整。頚静脈怒張を認めず、眼臓結膜に貧血なく、眼球結膜に黄痘を認めない。心、

肺に雑音なし。肝、牌を触知せず、浮腫を認めない。神経学的異常所見はない。

検査所見：尿所見：蛋白（一)、糖（一)。血液所見：白血球8,600、赤血球464万、Ｈｂ１４．６９/伽、

Ｈｔ“％、血小板27万。血清生化学所見：総蛋白６．３９/〃、クレアチニン０．９ｍｇ/“尿酸

6.9ｍｇ/〃､総コレステロール218ｍｇ/伽、トリグリセリド136ｍｇ/〃､総ビリルビン１．３ｍｇ/伽、

AST391U70、ALT241U/’、Nal37mEq/‘、Ｋ3.6mEq/‘、CllO8mEq/０，空腹時血

糖160ｍｇ/〃、ＨｈＡ１ｃ７､5％･

来院時の心電図を示す。

５２２枚の腹部造影CT画像を示す。みられないのはどれか。

a大動脈周囲ﾘﾝパ節腫大

ｂ胃壁肥厚

ｃ水腎症

ｄ腹水

ｅ牌腫

品
､

毛

Uｌ ＝ー

CT画像

犀
』

’

５３治療法で正しいのはどれか。

ａ匪脇cobactgγ”joTZの除菌療法

ｂプロトンポンプ阻害薬投与

ｃ内視鏡的静脈酒硬化療法

ｄ外科的胃切除術

ｅ化学療法

日聖＝

来院時の心電図

CT画像

－１０２－１５－
－１０２－１６－



2つ選べ。

、
2009(H21)年度6年生総合試験問題

次の文を読み、５７～59の問いに答えよ。

５８歳の女性。１週間前からの目のかすみを主訴に来院した。

現病歴：１年前より全身倦怠感、lか月前より階段昇降時の息切れを自覚していた。２０年前に健康

診断で糖尿病と診断され、１５年前より経口血糖降下薬を内服している。

現症：身長155ｃｍ、体重52kg･脈拍88/分、整。血圧166/98mmHg・意識は清明。眼愉結膜は蒼白

であるが、眼球結膜に黄染は認めない。下腿に浮腫を認める。

家族歴：父親が糖尿病である。

検査所見：尿所見：蛋白3+、糖l+、ケトン体（一)、潜血反応（一)。血液所見：赤血球240万、Ｈｂ

５４発作時の心班図で認められる異常所見はどれか。２つ選べＣ

ａ鋸歯状粗動波

ｂＲＲ間隔の絶対不整

ｃ心室内伝導障害

ｄ頻発型心室性期外収縮

ｅＴ波の平低化

顧
凶

５５本症例の塞栓症リスクとして考慮すべき因子はどれか。

ａ肥満

ｂ高血圧

ｃ糖尿病

ｄ脂質異常症

ｅ喫煙

8.0/〃、Ｈt２５％、白血球7,200、血小板18万。血液生化学所見：随時血糖値165mg/〃、

HbA1c7､２％（基準43～5.8)、総蛋白5.89/〃、アルブミン2.59/〃、尿素窒素66ｍｇ/d､、

クレアチニン5.9ｍｇ/〃、ＡＳＴ32単位、ＡＬＴ24単位、ALP420単位（基準260以下)、アミ

ラーゼ220単位（基準37～160)。

５６本症例に使用する薬物として誤っているのはどれか。

ａジギタリス

ｂプロカインァミド

ｃエピネフリン

．ヘパリン

ｅベラパミル

－１０２－１８－－１０２－１７－
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2009(H21)年度6年生総合試験問題

次の文を読み、６０～62の問いに答えよ。

６８歳の女性。独居である。右胸の悪臭を伴う潰傷性変化に訪問した家族が気付き来院した。

現病歴：数か月前から右胸の発赤を自覚していたが放置していた。lか月前より咳噺が出現し、歩

行時の呼吸困難も自覚していた。既往歴・家族歴：特記すべきものなし。初潮12歳、閉経49歳。妊娠

経験は無い。現症：身長155ｃｍ、体重36kg･呼吸数20/分。乾性の咳鰍を認める。血圧114/58mmHg・

右胸部全体に悪臭を伴う潰傷性病変を認めた（図１)。触診では、病変と胸郭の間に固定が認められ

た。Ｉ夜街に示指頭大の硬い連珠状に連なるリンパ節を複数認めた。潰揚部を組織生検したところ浸潤

性乳管癌（図２）と診断された。内分泌療法の適応を決定する目的に、エストロジェン受容体（ER）

の有無を免疫組織染色（図３）で確認した（対照（図４）を併記)。

５７身体診察で認められる可能性の高いのはどれか。３つ選べ<

ａ腸鳴動音冗進

ｂ甲状腺腫大

ｃ起立性低巾序

ｄ網膜の新生血管

ｅアキレス健反射の低下

３つ選べに５８血液検査で高値を示すのはどれか。

ａ尿酸

ｂｐＨ

ｃリン

．カリウム

ｅカルシウム

蕊
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５９食事療法で正しいのはどれか。

エネルギー(/日）塩分(/日）

ａ1,200６ｇ

ｂｌ,200６ｇ

ｃｌ,200８９

．１，４００６９

ｅ1,400８ｇ

ｆｌ,800６９

９１，８００６９

ｈ1,800８９

タンパク質(/日）

４０ｇ

６０ｇ

４０ｇ

４０ｇ

６０ｇ

４０ｇ

６０ｇ

６０ｇ
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図２浸潤性乳管癌
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図３免疫組織染色
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６０来院時の胸部造影CTを示す。

認められる所見はどれか。２つ選べ。

ａ胸水

ｂ肺水腫

ｃ多発性肺腫傷

ｄ多発性肝腫傷

ｅ心タンポナーデ
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胸部造影ＣＴ
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６２免疫染色検査の結果、本症例に対する正しい内分泌療法はどれか。２つ選べ。

ａ卵巣摘除術

ｂ抗エストロケン薬

ｃアロマターゼ阻害薬

ｄＬＨ－ＲＨアゴニスト

ｅ内分泌療法の適応なし

胸部造影ＣＴ

６１病期はどれかＣ

ａ病期O

ｂ病期Ｉ

Ｃ病期Ⅱ

ｄ病期ｍ

ｅ病期１Ｖ

－１０２－２１－


